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今月の表紙「春のおとずれ」
　2018年２月、阿仁ふるさと文化センターで撮影。
　通りすがりの道の駅で催しを知り、訪ねてみたところ、
お茶の接待とおみやげをいただいて帰ってきました。ラッ
キー !!

撮影／大潟村写真クラブ　進藤　栄一 さん
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★３月のあぐり特売開催予定日

３月21日㈭・22日㈮ の2日間

３月20日㈬・３月30日㈯・４月10日㈬

★ポイント２倍day開催予定日

３月15日㈮・４月12日㈮・４月19日㈮

★Friday SALE（金曜日特売）開催予定日

★ポイント３倍day開催予定日

３月27日㈬

　３月30日㈯は年度末棚卸業務に伴い、17：00にて閉店
とさせていただきます。また、翌日の31日㈰は休業日と
させていただきます。皆様にはご不便をおかけいたします
が、何卒ご了承いただきますようお願い申し上げます。

当店よりお知らせ

営業時間 午前９時～午後７時（日曜日も休まず営業しております）  お問い合わせは生活課（45-2214）まで。

★日曜特売開催予定日

３月17日㈰・３月24日㈰
４月 ７ 日㈰・４月14日㈰

※当店ポイントカード提示のお客様に限ります。新規ポイン
ト会員募集中!!（即日使用可能です。）

※一部除外品がございます。（テナント商品、雑誌、たばこ、
市町村指定ゴミ袋 等）

レジにて全商品５％割引!!

写真左から、優秀賞：大山朋子さんの父・横山典臣
さん、優秀賞：森本好昭さんの子・哲哉さん、最優
秀賞：谷口拓也さん、敢闘賞・岩井麻衣さん

～特産かぼちゃ生産組合・優秀農家を表彰しました～
　特産かぼちゃ生産組合は、３月１日に行われた総会後の実績検討会において、30年産くり大
将かぼちゃの生産で優秀な成績を収めた方々を表彰しました。以下にご紹介いたします。

おめでとうございます！今後も大潟村のかぼちゃ生産振興のためにご尽力いただき
ますようお願いいたします。

最優秀賞　　谷　口　拓　也
（ハウス部門）　  反収：2.27ｔ　特選率：62.1％

優 秀 賞　　大　山　朋　子
（圃 場 部 門）　  反収：1.91ｔ　特選率：9.3％ウ

優 秀 賞　　森　本　好　昭
（ハウス部門）　 反収：2.19ｔ　特選率：25.3％

敢 闘 賞　　岩　井　麻　衣
（ハウス部門）　 反収：1.45ｔ　特選率：60.3％

※健康百科は休みます。



女性部「活動
だよ
り」

第416号
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　安全でおいしい。体にやさしくて片付けがラク。何
より油くさくない。脳の65％は油脂でできているとい
うお話もあり、毎日使う油の重要性を認識しました。
子どものお弁当中心に、まずは１本使ってみます。

（岡田由美子記）
◎小学生のための豆腐作りサポート隊活動グループ（２月14日）　
　大潟小学校３年生の総合学習で、豆腐作りが行われ
ました。女性部加工部の方を先頭に、部員がサポート
に付きました。
　子どもたちが豆から育てて収穫した黄大豆、青大豆
をミキサーですりつぶし、鍋で煮る過程にみんな興味
津々です。にがりとは何か、それはどこに売っている
のか、などの質問が出ました。
　出来上がったお豆腐は白、緑、茶、黒の４種類で、
味覚に堪能しました。おからで出来たサラダは、おか
わりがでるくらい好評でした。家庭で作るには各分量
が微妙ですが、大潟村ならではのお豆腐作り、とても
良い経験をしたのではないかと思います。

（田中郁子記）

　野菜栽培の仕方を一緒に勉強しませんか？昨年は
ジャガイモ、人参、たまねぎ、ニンニク、サツマイモ、
スイカ、大豆、大根など、一般に使われている野菜を
栽培しました。
　今年は加えて、新しく栽
培してみたいものなどを取
り入れたいと思っています。
　興味のある方は、栢森慶
子（090－2607－6911）か、
事務局の生活課木村さんま
でお問い合わせください。

★野菜栽培活動グループ員募集

  ☆これからの行事予定
◎３月18日　水稲育苗・野菜栽培講習会
　　　　　　９時30分～ＪＡ会館２階
　営農支援課・稲作の担当指導者から講習してもら
います。栽培技術や、資材の工夫なども伺えます。
　野菜栽培講習会ではキャベツ、レタス類について
講習を行いますが、たまねぎや他
の野菜についても聞くことがで
きます。多くの参加をよろしくお
願いいたします。

◎楽しく軽スポーツ（２月７日）
　私にもできそうな、ラクトレ体操を教えていただき
ました。テレビを見ながらできる体操や、寝ころがっ
てできるものもありました。16名が健康館の床暖房の
所にマットを敷いて行いました。終わったころには皆、
うっすら汗をかいて体も軽くなっていました。
　自分の体のケアのためによかったです。準備してく
ださった方々、ありがとうございました。
	 （佐藤光子記）
◎こめ油料理講習会（２月８日）
　村民センターにて、築野食品工業㈱フードプラン
ナー・栄養士の大塚尚子先生に、こめ油を使った料理
を教えていただきました。店舗で見かけ気になってい
たこめ油。食べるラー油目的での参加でした。
　作り方はとても簡単。材料は全てあぐりプラザで手
に入ります。常温で３カ月保存可能。ラー油を使った
３品はどれもおいしかったのですが、予定になかった
ドレッシングが好評でした。

★活動報告と各種会議報告

２ポイント

野菜栽培活動グループで一
緒に勉強しませんか
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特集

１
月
28
日（
月
）

１
月
29
日（
火
）

ベ
ト
ナ
ム
国
立
農
業
大
学

ア
ン
ジ
メ
ッ
ク
ス
・
キ
ト
ク

　

ベ
ト
ナ
ム
国
立
農
業
大
学
で
、
人
材
開
発
提
供
セ

ン
タ
ー
の
フ
ェ
ン
社
長
と
ベ
ト
ナ
ム
農
業
農
村
開
発

省
海
外
局
の
グ
エ
ン
女
史
に
よ
る
日
本
へ
の
学
生
、

労
働
者
の
派
遣
計
画
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行
っ

た
。

　

留
学
の
条
件
と
し
て
は
、
18
歳
か
ら
35
歳
ま
で
の

犯
罪
経
歴
の
な
い
、
高
等
学
校
レ
ベ
ル
以
上
の
学
力

を
持
つ
者
、
農
業
農
村
開
発
省
の
計
画
に
従
う
農
業

協
同
組
合
の
メ
ン
バ
ー
を
優
先
と
し
、
日
本
語
を
話

せ
る
能
力
の
あ
る
者
。

　

日
本
で
の
契
約
が
終
了
し
た
際
に
は
、
ベ
ト
ナ
ム

に
帰
国
し
、
農
業
分
野
（
Ｊ
Ａ
に
勤
め
る
等
）
に
長

期
間
携
わ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
の
事
だ
っ
た
。

　

ベ
ト
ナ
ム
に
戻
っ
た
人
の
中
に
は
、勉
強
し
た
い
、

労
働
し
た
い
（
稼
ぎ
た
い
）
と
思
っ
て
い
る
人
が
多

く
、
ぜ
ひ
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
成
功
さ
せ
た
い
と

い
う
、
人
材
開
発
提
供
セ
ン
タ
ー
の
フ
ェ
ン
社
長
と

ベ
ト
ナ
ム
農
業
農

村
開
発
省
海
外
局

の
グ
エ
ン
女
史
の

強
い
主
張
が
感
じ

ら
れ
た
。

　

そ
の
後
、
大
学

構
内
の
ハ
ウ
ス
に

案
内
さ
れ
、
水
耕

栽
培
の
じ
ゃ
が
い

も
（
種
イ
モ
）
や
、

圃
場
を
見
学
し
、

メ
コ
ン
デ
ル
タ
流

域
の
カ
ン
ト
ー
へ

と
移
動
し
た
。

　

朝
か
ら
30
℃
を
超
え
て
い
る
か
の

よ
う
な
メ
コ
ン
デ
ル
タ
流
域
の
カ
ン

ト
ー
市
。
ア
ン
ザ
ン
省
ロ
ン
ス
エ
ン

市
は
ホ
テ
ル
か
ら
１
時
間
ほ
ど
北
西

に
あ
る
。
30
年
程
前
に
木
徳
神
糧
は

ベ
ト
ナ
ム
に
進
出
し
、
ベ
ト
ナ
ム
米

（
ジ
ャ
ポ
ニ
カ
米
）
の
生
産
・
製
造
・

販
売
、
米
穀
食
品
の
輸
入
・
販
売
を

手
掛
け
て
い
る
。

ア
ン
ジ
メ
ッ
ク
ス
・
キ
ト
ク
社

◦
設　

立
：
１
９
９
１
年
７
月

◦�

従
業
員
：
90
名

　
　
　
　
（
う
ち
日
本
人
６
名
）

　平成30年度の役員視察研修を1月27日～ 2月1日の日程で行い、役員10名、職員２名が視察
しました。同行職員のレポートでご報告いたします。

役員視察研修報告（ベトナム）

【 当ＪＡからの質問 】 【 人材開発提供センターの回答 】
Ｑ１　�日本のＪＡへの派遣については、どれくらい

話が進んでいるのか？
Ａ１　�労働者に関しては、技術と知識を学ぶため７～ 36カ月くらい勉強しても

らい、ベトナムのＪＡに戻って指導してもらう事となっている。すでに長
野県知事とは覚書を交わしている。農村部との受け入れ態勢を樹立し15
人程登録している。

Ｑ２　�日本のＪＡは、金融・共済・販売・自動車・
農機・営農指導などの事業を行っているが…

Ａ２　ベトナムも大体同じような事を行っている。

Ｑ３　１つのＪＡにはどれくらいの組合員がいるのか？ Ａ３　大きいＪＡでは数千人、小さいＪＡでは数十人いる。
Ｑ４　経営はどのような感じか？ Ａ４　�法律に従って活動を行っているが、やはりどうしても赤字経営のＪＡもある。

約１万４千あるＪＡの中の60％は黒字、40％は赤字が出るところもあるが、
上手に回っていないだけで色々な支援をしている。そこでプロジェクト参加
者の知識を生かすために、このプロジェクトを成功させたいと思っている。

【人材開発提供センターからの質問 】 【 当ＪＡからの回答 】
Ｑ１　�大潟村に派遣する際の要望はあるか？年中仕

事はあるのか？１～３年は日本で勉強しても
らいたいと思っているが。

Ａ１　�ＪＡの職員としては色々あるが、労働者となると冬は仕事がないので職員
との交流ができればいいのではないか。

Ｑ２　�４月からは労働ビザが易しくなるので色々な
所に派遣できたらいいと思っているが、それ
についてどのような考えを持っているか？

Ａ２　�１つの場所に留まって仕事をするのではなく、冬になったら九州の方に行
くことができるとか、ＪＡ間同士で協力したらベストだと思う。北海道の
畜産は年間通して労働者を欲しがっているようなことも聞いた。

アンジメックス・キトク栽培委託農家見学

平成30年度

南シナ海に沿って、南北にＳ字状に長く延びるベトナム
◦正式国名：ベトナム社会主義共和国　　◦首都：ハノイ
◦人口：約9,500万人（平成27年時点）

ベトナム

ベトナム農業農村開発省海外局のグエン女史（写真左から
2人目）と人材開発提供センターのフェン社長 （同3人目）
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訪
越
し
た
１
月
下
旬

は
、
１
週
間
後
に
春
節

を
迎
え
る
準
備
の
た

め
、
と
て
も
賑
や
か
で

あ
っ
た
。
テ
レ
ビ
で
よ

く
見
る
た
く
さ
ん
の
バ

イ
ク
。
バ
イ
ク
の
海
を

バ
ス
や
車
が
危
な
い
！

と
ク
ラ
ク
シ
ョ
ン
を
鳴

り
響
か
せ
る
そ
の
光
景

は
、
首
都
ハ
ノ
イ
だ
け

で
な
く
、
比
較
的
ゆ
っ

た
り
と
し
た
性
格
の
人

が
多
い
と
聞
い
て
い
た

南
部
の
カ
ン
ト
ー
で
も

見
受
け
ら
れ
た
。

　

空
港
か
ら
市
街
地
へ

向
か
う
高
速
道
路
、
世

界
遺
産
登
録
さ
れ
た
ハ

ロ
ン
湾
周
辺
の
新
空
港

は
、
す
べ
て
日
本
の
援

助
に
よ
っ
て
建
設
さ
れ

た
も
の
だ
と
い
う
。
ベ

ト
ナ
ム
国
は
、
さ
ら
に

た
く
さ
ん
の
観
光
客
を

呼
び
込
も
う
と
、
パ

ワ
ー
全
開
の
国
で
あ

る
。
そ
こ
に
日
本
で
学

ん
だ
知
識
・
技
術
が
加

わ
る
と
、
近
年
に
は
ど

ん
な
に
発
展
を
と
げ
る

こ
と
に
な
る
の
だ
ろ

う
。

　
　
金
融
課北

嶋
里
江
子 

記

１
月
30
日（
水
）

カ
ン
ト
ー
大
学
農
学
部

【 質　　問 】 【 回　　答 】
Ｑ１　�どんな害虫が出るのか？カメムシとか、イ

モチ対策は？
Ａ１　�主にウンカ。日本とは出る虫が違うので、国の指導としては使用してはいけな

い肥料を指定している。20ヘクタールほど時季を見ながら試験をしている。
Ｑ２　�米は主にどんな所へ販売されるのか？ Ａ２　�ベトナムはほとんど外食なので、レストランに卸されるのが主流。
Ｑ３　雨季や乾季は大変なのでは？ Ａ３　�以前は、雨季は田んぼが水浸しになるので種が撒けなかったり、排水がうまくいか

ずポンプで排水したりと苦労していたが、最近はダムが出来、堤防も出来たりとだ
いぶ改善された。乾季は肥料が増えるので、その指導を心掛けている。

【 質　　問 】 【 回　　答 】
Ｑ１　�機械化はどれぐらい進んでいるのか？ Ａ１　�コンバインなどの貸出、今は手作業だが、ドローンを使って農薬散布などのサ

ービスをしていく企業が増えそうだ。
Ｑ２　�バイオテクノロジーでコメの品種改良と

か進んでいるのか？
Ａ２　�北海道大学の力を借りて、塩分に強い品種改良が出来た。農薬の使用量の問題、

昆虫のフェロモンを利用して害虫駆除するなど、色々進んでいる。
Ｑ３　地球の温暖化の影響は？ Ａ３　�ドローンを使った情報利用や、乾季時の構想に取り組んでいる。

視
察
研
修
を
終
え
て

　

始
め
に
木
徳
神
糧
の
佐
貫
氏
に
、

会
社
の
概
要
を
説
明
し
て
頂
き
栽
培

農
家
と
信
頼
関
係
を
構
築
し
な
が

ら
、
毎
年
生
産
量
を
拡
大
し
て
い
る

と
の
説
明
を
受
け
た
。

　

現
地
の
農
家
に
種
も
み
を
提
供

し
、
無
利
子
で
１
ヘ
ク
タ
ー
ル

２
万
５
，０
０
０
円
の
貸
付
を
し
、

収
穫
後
に
相
殺
し
て
販
売
代
金
を
支

払
っ
て
い
る
と
の
事
。
農
家
は
こ
の

制
度
を
と
て
も
喜
ん
で
い
る
と
い

う
。
三
期
作
（
１
０
０
日
で
直
播
、

収
穫
ま
で
）
出
来
、
栽
培
数
量
は
約

１
５
，０
０
０
ｔ
、
栽
培
農
家
は
約

５
０
０
農
家
と
の
事
。

　

収
穫
さ
れ
た
米
は
、
生
籾
で
集
荷

し
、
乾
燥
工
場
に
運
ば
れ
、
水
分

15
％
の
玄
米
に
仕
上
げ
、
船
で
低
温

倉
庫
ま
で
運
び
、
精
米
し
販
売
さ
れ

る
。
精
米
の
設
備
は
、
日
本
の
製
品

を
使
用
し
て
い
た
。
し
か
し
、
日
本

人
を
目
当
て
に
販
売
す
る
と
異
物
の

ク
レ
ー
ム
や
ら
、
品
質
に
つ
い
て
の

ク
レ
ー
ム
（
ど
う
し
て
も
直
接
乾
燥

な
の
で
臭
い
が
出
る
）
が
多
く
な
る

の
で
、
長
粒
種
に
関
し
て
は
フ
ィ
リ

ピ
ン
・
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
・
中
東
・
ア

フ
リ
カ
に
輸
出
し
て
い
る
そ
う
だ
。

　

現
地
で
営
農
指
導
を
し
て
い
る
加

藤
氏
は
、
野
菜
の
味
を
忘
れ
な
い
た

め
に
日
本
に
た
ま
に
帰
る
そ
う
だ
。

確
か
に
あ
ま
り
ト
マ
ト
や
き
ゅ
う
り

に
は
味
が
な
い
よ
う
に
思
え
た
。

　

２
月
に
春
節
を
迎
え
る
ベ
ト
ナ
ム

で
は
、
こ
の
時
期
一
週
間
前
に
な
る

と
ほ
と
ん
ど
の
人
が
休
暇
を
取
り
、

故
郷
に
帰
省
し
て
い
る
よ
う
で
、
閑

散
と
し
た
大
学
構
内
だ
っ
た
。

　

説
明
し
て
く
れ
た
の
は
、
バ
ン
農

学
部
長
。
ベ
ト
ナ
ム
在
住
の
開
発
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
佐
々
木
氏
の
通
訳

の
も
と
、
大
学
の
案
内
や
地
域
状
況

　

メ
コ
ン
デ
ル
タ
地
区
の
中
心

的
な
大
学
。
農
学
部
を
含
め
15

学
部
。

◦
教
職
員
：
約
２
，０
０
０
人

◦
生
徒
数
：
通
学
・
通
信
教

育
を
含
め
約
５
２
，７
０
０
人

　

ベ
ト
ナ
ム
で
は
最
先
端
の
農

業
研
究
所
を
有
す
る
。

　

農
学
部
は
１
９
６
８
年
に
設

立
、
２
０
１
８
年
に
50
周
年
を

迎
え
た
。　

な
ど
丁
寧
に
説
明
し
て
頂
い
た
。

　

ベ
ト
ナ
ム
第
４
の
都
市
カ
ン
ト
ー

は
農
業
の
割
合
が
高
く
、
生
産
さ
れ

た
米
の
90
％
は
輸
出
に
ま
わ
る
。
三

期
作
し
、
平
均
７
９
０
万
ヘ
ク
タ
ー

ル
作
付
さ
れ
る
と
の
事
。
１
ヘ
ク

タ
ー
ル
当
た
り
５
・
６
ｔ
収
穫
さ
れ

る
。

　

米
の
次
に
多
い
生
産
物
は
マ
ン

ゴ
ー
や
ド
ラ
ゴ
ン
フ
ル
ー
ツ
な
ど
の

果
物
。
野
菜
は
キ
ャ
ベ
ツ
、
人
参
、

ト
マ
ト
、
わ
さ
び
（
葉
物
）
な
ど
を

栽
培
し
て
い
る
。

　

水
産
は
、な
ま
ず
の
養
殖
が
主
で
、

沿
岸
部
で
は
エ
ビ
の
養
殖
に
力
を
入

れ
て
い
る
。
気
候
の
変
動
に
よ
っ
て

海
か
ら
川
に
海
水
が
逆
流
し
、
塩
分

濃
度
が
上
昇
し
、
作
物
に
影
響
が
出

る
の
で
、
そ
の
指
導
も
し
て
い
る
と

の
事
。

　

じ
ん
わ
り
と
暑
く
良
く
晴
れ
た
大

学
の
構
内
を
案
内
さ
れ
て
い
る
と
、

床
に
小
さ
な
糞
ら
し
き
物
が
。
上
を

見
上
げ
る
と
、
コ
ウ
モ
リ
が
ぶ
ら
下

が
っ
て
い
た
。
ハ
ウ
ス
の
中
に
は
、

試
験
用
と
思
わ
れ
る
バ
ケ
ツ
稲
、
白

菜
に
似
た
？
葉
物
も
地
植
え
さ
れ
て

い
た
。

　

２
０
２
０
年
に
は
、
大
学
の
敷
地

内
に
日
本
の
協
力
で
新
た
な
研
究
所

が
建
設
さ
れ
る
そ
う
で
、
そ
こ
か
し

こ
に
日
本
の
凄
さ
を
感
じ
ら
れ
た
場

所
だ
っ
た
（
た
だ
し
エ
ア
コ
ン
は
な

い
）。

　

休
み
が
明
け
る
と
、
ど
ん
な
に
活

気
に
あ
ふ
れ
た
構
内
に
な
る
の
か
、

見
て
み
た
い
と
思
っ
た
。

カントー大学にて
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　年が明けて１、２月はコメ生産者の会合が集中する時期
で、そこで取材したり、講演したりする機会があります。
講演後に質疑応答の時間が取られますが、答えるのにかな
り難しい質問もあります。「どこの国の米がＳＢＳで輸入
され、どこで使われているのか教えて欲しい」といった質
問はまだしも「円安誘導策をどう考えるのか」といった質
問までありました。参加されるコメ生産者の皆さんも規模
が拡大、競争相手の外国産米の動向や肥料等が値上がりし
ているので為替の問題についても関心が高まりこうした質
問も出るのだろうと思い、そうしたことまで知識を身につ
けなければならないと反省した次第です。
　為替と言えば通貨ですが、農業に使う燃料や肥料等ほと
んど輸入に頼っている日本にとっては円安に振れるとその
分末端価格の値上がりの要素になりますので、生産者にと
ってはありがたくないことだと思います。その一方で、Ｓ
ＢＳで輸入される外国産米は円高になるとその分安く輸入
できるので、日本国内での外国産米の競争力が増すという
面もあります。為替の変動にはこうした２面性が付いて回
ります。良く知られていることの一つに国際的な原油価格
の相場変動と穀物相場の連動性が上げられます。原油価格
が上昇すると同じような上昇曲線を描いて穀物相場も値上
がりし、その上下運動は見事にパラレルになっています。
コメ（国産米）は基本的に国内で自給されているものです
から、他の商品との連動性はないだろうと著者自身も思っ
ていました。ところが大手証券会社がコメを原資とした新
しいリンク債を販売することになり、会社がホームページ
にアップした新潟コシの先物価格と株の日経平均の値動き
を示したチャートを見た時にはビックリしました。なんと
新潟コシの先物価格の値動きと日経平均が連動していたの
です。まったくのパラレルと言うわけではありませんが、
同じような曲線を描いているのには本当に驚きました。株
価が上がればそれだけ景気が良くなり、少し割高な新潟コ
シヒカリも売れるという解釈も出来ないわけではありませ
んが、物の価格は様々な要素が絡み合って形成されるもの
であり、もっと複雑な要素でこうした値動きになって表れ
ているのだと思います。価格の変動はその商品の需給にも
影響を与えることは言うまでもありません。
　農水省はコメの指針を決める食糧部会で「30年産米は前
年産に比べ60㌔当たり200円価格が上昇するので需要量が
１万㌧減る」という見通しを示しました。これまでコメは
価格弾力性がないと散々言われてきましたが、こうした新
解釈が出てきました。大変興味深い解釈なので、早速これ

を作成した農水省の農産企画課に出向いて、どのような数
式を用いたのか聞いてみました。その答えは「食糧部会の
座長（東大の教授）ぐらいしか分からない高度な数式」だ
そうで、具体的な数式は教えてもらえませんでした。そう
答えた課長自身も分からないと言っていたくらいですから
著者が見ても分からないと思います。しかし、コメ政策を
専門に研究している学者先生やそれに関心があるエコノミ
ストは沢山いるのですから、そうした人たちの研究材料の
ためにも数式は公表すべきだと思います。何よりコメの価
格変動が需給にどのような影響を与えるかはコメの生産者
自身が最も知りたいはずです。せめて毎月公表しているマ
ンスリーリポートにその月の相対価格の上下動がどのよう
に需給に影響を与えたかぐらいは示して欲しいものです。

　コメの価格と消費
の関係を示したもの
にはもっとリアルな
ものがあります。
　左表は総務省の家
計調査をもとに年収
別のコメ支出金額を
示したものです。こ
の表を作成したのは
中食業界団体で組織
される国産米需要推
進団体協議会です
が、この団体は会長
談話として「３年連
続の米価高騰は低所
得者にも『コメ離

れ』を起こした。日本の平均勤労者の年間所得は300万円
強であるが、総務省の統計によると低所得者層（200万円
以下）のコメ購入量が前者よりも20％も少ないのはコメ
からパン、麺類に消費動向が変わったからと言える。将来
のコメ消費拡大のためにも低所得者層向けの供給をすべき
である。以前の自主流通米の発足時には『標準価格米』の
制度があった」と述べています。
　この組織の顧問は自らコメとパスタを購入し１食当たり
の原価を計算したところパスタはコメの３分の１であった
と言っています。
　本来、国内にあるべきコメの需要が小麦粉製品に奪われ
るということは、大変大きな問題だと思います。

〈つづく〉

※このコーナーは隔月で掲載致します。

第２回　コメの価格変動はどう需給に影響を
　　　　与えるのか？

年収別コメ支出金額

年　収 コメ
支出 比率% 世帯主の

平均年齢
世帯
人数

200万円未満 20,128 1.34 71.4 2.26

200~250万円 22,304 0.99 68.5 2.44

250~300万円 24,172 0.88 69.7 2.42

300~350万円 25,040 0.77 68.4 2.54

350~400万円 24,327 0.65 66.3 2.60

400~450万円 23,805 0.56 61.5 2.81

450~500万円 23,606 0.50 59.0 2.93

500~550万円 24,700 0.47 56.0 3.04

550~600万円 22,239 0.39 52.8 3.29

1250~1500万円 25,536 0.19 54.2 3.37

1500万円以上 23,527 0.12 57.9 3.45

平　均 23,681 0.43 59.7 2.98

熊
くま

野
の

　孝
たか

文
ふみ 1954年鹿児島県生まれ。米穀新聞社記者、30年以上にわたり

コメの流通現場を中心に取材。



営農　 だより 

※このコーナーは隔月で掲載致します。
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園芸作物の栽培に取り組む大潟村の生産者を紹介していきます。

細川　忠
ただやす

廉さん（44）、友里江さん（33歳）夫妻
家族構成：夫妻と父、母の４人
水稲14.6ha、トルコギキョウ９a（18,000本）、メロン4.7a、
チューリップ2.6a（30,000本）、その他野菜
花き栽培部会O.F.S（大潟村フラワーグローイングセクショ
ン）会員

第５回は「チューリップ」の生産者です。

栽
培
を
始
め
た
き
っ
か
け
は

　
（
忠
廉
さ
ん
）
２
０
０
７

年
、
Ｊ
Ａ
か
ら
チ
ュ
ー
リ
ッ

プ
の
球
根
が
大
量
に
余
っ
て

い
る
と
聞
き
、
ち
ょ
う
ど
園

芸
団
地
が
配
分
さ
れ
た
タ
イ

ミ
ン
グ
だ
っ
た
た
め
、
父
と

共
に
栽
培
に
挑
戦
す
る
こ
と

に
し
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
を
通
し
て
、
ほ
と
ん

ど
東
京
の
市
場
に
出
荷
し
て

い
ま
す
。

球
根
の
調
達
方
法
は

　

７
～
８
割
を
オ
ラ
ン
ダ
か

ら
輸
入
し
、
残
り
は
新
潟
か

ら
調
達
し
て
い
ま
す
。
こ
の

冬
は
約
３
０
、０
０
０
球
植

え
付
け
ま
し
た
。

栽
培
し
て
の
感
想
は

　
（
忠
廉
さ
ん
）
好
天
で
一

気
に
花
が
咲
き
は
じ
め
、
選

別
・
箱
詰
め
が
追
い
付
か
ず

に
、
ロ
ス
が
出
て
し
ま
う
こ

と
も
あ
り
ま
し
た
が
、
２
年

前
に
妻
と
結
婚
し
て
作
業
効

率
が
一
気
に
上
が
り
ま
し

た
。
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
栽
培

は
、
後
継
者
が
い
る
な
ど
、

家
族
が
多
い
方
が
お
す
す
め

で
す
。
た
だ
、
燃
油
価
格
の

高
止
ま
り
は
正
直
き
つ
い
で

す
。栽

培
で
気
を
付
け
て
い
る
点
は

　

湿
度
が
高
い
と
灰
色
か
び

病
が
発
生
し
て
し
ま
う
た

め
、
１
日
１
回
ハ
ウ
ス
を
開

け
閉
め
し
て
換
気
を
行
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
チ
ュ
ー

リ
ッ
プ
は
根
が
弱
い
た
め
、

土
壌
の
Ｅ
Ｃ
値
が
上
が
ら
な

い
よ
う
こ
ま
め
な
潅
水
を
心

掛
け
て
い
ま
す
。

11 月 12 月 １月 ２月 ３月
栽
培
床
作
り
前
の
潅
水

栽
培
床
作
り
・

肥
料
散
布

毎
日
の
潅
水

収　穫

植え付け・消毒 球根カット・水揚げ
球根の皮取り 選別・箱詰め・出荷

チューリップ栽培の年間スケジュール

　（友里江さん）チューリップは1,000以上の品種があり、色や咲き方、名前などが多

様です。カタログを見ていると飽きないし、球根を選ぶのは楽しいですよ。まずは趣

味でチューリップ栽培を楽しんでもらってから、本格的な栽培に挑戦しませんか。一

緒に東北一のチューリップ産地を盛り上げていきましょう。

～チューリップ栽培を考えている農家の方々へひとこと～



対象期間内にエーコープ茶を
購入した方の中から

抽選でプレゼント！

※写真はイメージ

対象期間：	2019年4月～6月
対象商品：	エーコープ茶　全銘柄
応募方法：	商品の外装ラベルに印字された
バーコード部分を切り取り、郵便ハガキに
しっかりとテープなどで貼り付け（※コピー
不可）、郵便番号・住所・氏名・電話番号・
所属ＪＡ・希望賞品を明記の上、ポストに投
函するか最寄のＪＡまで持参してください。
なお、ハガキ１枚につき１口のご応募とさ
せていただきます。

※Ａ賞・Ｂ賞どちらか３品の中から、
希望賞品を１品選択してください。

応募締切　 2019年7月31日（水）消印有効
当選発表：当選発表は賞品の発送をもって代えさせていただきます。賞品の発送は2019年

９月発送を予定しております。
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報告事項
・業務報告（１月末事業実績等）
・コンプライアンス委員会報告について
・安全衛生委員会報告について
・自動車検査場建設委員会報告について
・たまねぎ乾燥・貯蔵・調製施設建設委員会報

告について
・農家経営改善対策委員会報告について

議　案
第73号　平成31年度 内部監査計画について
第74号　マネーローンダリング等への対応に

関する規則の制定について
第75号　反社会的勢力等への対応に関する基

本方針の一部改正について
第76号　反社会的勢力等への対応に関する規

則の一部改正について
第77号　購買事業利用高に対する還元について
第78号　組合員研修会並びに座談会の開催に

ついて
第79号　貸付金について
第80号　当組合における取引のリスク評価書

の制定について

２月27日開催

理事会報告

ＪＡ大潟村の概況　31年２月末現在
貯　金…298億2,146万円
貸出金…  78億6,025万円
出資金…　 9億4,015万円

正組合員数……1,074名
准組合員数…… 40名

活動報告と予定
　随時部員を募集していますので、興味のある方
はぜひＪＡ大潟村営農支援課（TEL：45‒3033）ま
でご連絡ください！

青年部

●活動報告
２月３日 ふるさとまつり
２月22日 定例総会（新年会、役員引き継ぎ）

●活動予定
３月の活動予定はありません。

職　員　人　事

３月１日付
氏　　名 新　　任 旧　　任

杉本　公三
監査課課長
監査係係長事務取扱い

総務課課長

藤田　　徹 総務課課長
監査課課長
監査係係長事務取扱い

職員の人事異動を行いましたのでお知ら
せいたします。

異　動

臨時職員のご紹介
これから皆様のお世話になります。
どうぞよろしくお願い申し上げます。

給油所　安藤　　工

五城目警察署　TEL 018－852－4100

雪解け時の交通事故防止
五城目警察署からのおしらせ

★スピードを抑えた運転を！★
　この時期は雪解けが進み、道路が乾燥したり見
通しが良くなったりすることで、ついスピードを
出しがちです。スピードを抑えて運転しましょう。

★路面凍結に注意！★
　日中は乾燥している道路でも、路肩に寄せられ
た雪が解けて、夕方から早朝にかけて凍結するお
それがあります。
　朝夕などの気温が下がる時間帯やトンネル、橋
の上、日陰になっているところでは凍結しやすい
ので十分気を付けましょう。

★思いやり運転を！★
　雪解けとともに、歩行者や自転車の動きが活発
になります。お互いに思いやりの気持ちを持って
安全に通行しましょう。

路面凍結！日陰や橋の上は要注意

お問い合わせは金融課（45－3018）労災担当まで

「労災保険」についての大切なお知らせ

農業従事者の
業務遂行性の拡大について
　これまで、特定農作業従事者及び指定農業機械
作業従事者の出荷作業及び販売作業については、
業務災害として認められていませんでしたが、平
成30年４月１日よりフォークリフトを使用した
農産物の出荷、販売のための積み降ろし作業、ト
ラック等での出荷作業、当該出荷作業後に行われ
る販売作業が「直接附帯する行為」に含まれるも
のとして、業務遂行性が認められることとなりま
した。
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発行／大潟村農業協同組合　 印刷：㈱八郎潟印刷

JAだより おおがた

PhotoNewsースフォトニュ

JＡだより 10

親
身
に
な
っ
て
相
談
に
乗
り
ま
す

鮮
や
か
な
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
の
祭
典

年
金
無
料
相
談
会

「
ポ
ル
ダ
ー
リ
ッ
プ
ウ
ェ
ー
ブ
」

　

金
融
課
で
は
２
月
７
日
、
年
金
の
受

給
を
間
近
に
控
え
た
方
や
、
現
在
受
給

中
の
年
金
に
疑
問
が
あ
る
方
を
対
象

に
、
個
別
の
無
料
相
談
会
を
開
き
ま
し

た
。

　

相
談
会
は
、
複
雑
で
面
倒
な
年
金
の

手
続
き
を
お
手
伝
い
し
、
疑
問
や
不
安

を
解
消
し
て
も
ら
お
う
と
、
農
閑
期
の

こ
の
時
期
に
毎
年
行
っ
て
い
ま
す
。

　

年
金
専
門
の
社
会
保
険
労
務
士
が
一

人
一
人
と
面
談
し
疑
問
に
答
え
る
形
に

な
っ
て
い
る
た
め
、
参
加
者
か
ら
は

「
色
々
と
ア
ド
バ
イ
ス
を
も
ら
え
て
満

足
し
た
」、「
説
明
が
分
か
り
や
す
か
っ

た
。
ま
た
お
願
い
し
た
い
」
な
ど
毎
回

好
評
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
10
名
の
参
加
者
が
年
金
手
帳

や
年
金
定
期
便
な
ど
を
片
手
に
訪
れ
、

講
師
と
じ
っ
く
り
相
談
し
な
が
ら
理
解

を
深
め
て
い
ま
し
た
。

年金専門の社会保険労務士が
皆様の疑問を解決します

　

花
き
栽
培
部
会
Ｏ
．
Ｆ
．
Ｓ
（
大
潟
村

フ
ラ
ワ
ー
グ
ロ
ー
イ
ン
グ
セ
ク
シ
ョ
ン
）

は
２
月
15
～
17
日
、「
ポ
ル
ダ
ー
リ
ッ
プ

ウ
ェ
ー
ブ
２
０
１
９
」を
開
催
し
ま
し
た
。

　
「
ポ
ル
ダ
ー
リ
ッ
プ
」
は
、村
産
チ
ュ
ー

リ
ッ
プ
の
愛
称
で
、
多
品
種
栽
培
が
特
徴

で
す
。こ
の
催
し
は
今
年
で
16
回
目
で
す
。

会
場
の
干
拓
博
物
館
に
は
、
会
員
が
育
て

た
切
り
花
を
は
じ
め
、
生
け
花
や
押
し
花

な
ど
、
52
品
種
３
２
０
０
本
が
展
示
さ
れ

ま
し
た
。

　

会
場
に
は
他
に
も
、
押
し
花
や
生
け
花

の
体
験
コ
ー
ナ
ー
や
干
拓
博
物
館
が
企
画

し
た
撮
影
コ
ー
ナ
ー
な
ど
が
あ
り
、
今
年

の
来
場
者
数
は
昨
年
を
大
き
く
上
回
る

３
３
７
４
人
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
生
産
者
と
消
費
者
の
交
流
の
場

と
な
っ
て
い
る
「
栽
培
ハ
ウ
ス
見
学
ツ

ア
ー
」
も
好
評
で
、
参
加
者
は
普
段
見
る

こ
と
の
な
い
栽
培
の
様
子
を
興
味
深
く
見

学
し
ま
し
た
。

新品種や人気品種が並ぶ切り花
展示コーナー

チューリップ押し花作品展示コーナー

アンケート当選
者にチューリッ
プの花束をプレ
ゼント

幼児・小学生対象の生け花
体験コーナー 干拓博物館企画の撮影コーナー

チューリップ生け花作品展示コーナー

栽培ハウス見学ツアーの様子。写真中央
は生産者の伊藤由紀夫さん

栽培ハウス見学ツアー
の参加者にミニチュー
リップをプレゼント


